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竹林と東方の台地のパノラマを楽しむコースL

海抜高度が49.8mある畑地で野菜が栽
培されている。この付近で一番高く見
晴らしがよい。晴れていれば富士山、丹
沢山地や新横浜と横浜のみなとみらい
などを望むことができる。台地上に三
角点がある。
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町の表から裏に通じる道で、急な
上り坂にさしかかると、あたり一面が竹
林に覆

おお

われて薄暗い。日中でもとても
静かで、鳥の鳴き声、竹をゆらす風の音
が聞こえ、一瞬神秘的な気分になる。
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などがある。39ページ
参照。
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交差点までの
約800mの水辺を持つ緑道。特に会館
より北側は、竹林が多く小型の水車が
まわり自然が豊である。
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続く小道がある。またよく手入れの行き
届いた生垣、竹林、植栽があり京都の
郊外を感じさせる。
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干ばつの際に上流でせき止められてしまい、
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として水路を造り、2つの村の水争いは
なくなった。平成２年には、大雨時に水を溜
める雨水調整池として再整備された。
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